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【ブギドノン地域の生計向上支援】

- 案件発掘可能性調査活動 -

現地メンバーのウィルマさんからの情報など、私たちの支援活動の進捗をまとめてみました。

主なテーマは、Ⅰ.ティラピア養殖の経過 Ⅱ. 案件発掘可能性調査 の２点です。

ティラピア（いずみ鯛）

１Kgは約５７５円

Ⅱ.案件発掘可能性調査-(1)
ティラピアのペレット餌加工機による餌代コスト削
減及び生産性向上をJICAの「中小企業・SDGsビ
ジネス支援事業」による支援を検討する。

Ⅱ.案件発掘可能性調査-(2)
TESDA地方訓練施設の指導員などを介して、コ
ミュニティリーダー育成をJICA「草の根技術協⼒
事業」で支援できないか検討する。

👇



Ⅰ.ティラピア養殖支援の経過 ☞現地からの写真付き報告から

☆ティラピアの稚魚の提供と養殖法指導は農業局からなされたが、放流時の稚魚は1cm程度だったらしくて、今回は失敗🤣

放流から5ヶ月後の収穫は
121尾 計9kg 

サイズは7cm〜18cm



Ⅱ.案件発掘可能性調査-(1)

①活動の狙い

ティラピアのペレット餌加工機による餌代コスト削減及び生産性向上を

JICAの「中小企業・SDGsビジネス支援事業」による支援の可能性を調査する

調査内容 調査時期 備考
JICA事業の内容調査 2022年5⽉ ウエブ検索
国内ペレット餌加⼯機製造メーカー調査 2022年5⽉ ウエブ検索
ペレット餌加⼯機製造メーカーへのコンタクト 2022年5⽉ ３社に電話するも、海外進出への関⼼無し
同事業によるブギドノン州でのニーズ検討 2022年5⽉ ⼩型発電装置、傾斜農地⽤⼩型トロッコなど

③活動のまとめ
ØJICAの本支援事業に申請するパートナー企業選定が困難である

Øフィリピンサイドの餌製製造機メーカーなどの情報収集に時間がかかる

ØJICAの本事業申請はPASCの現状（経験、陣容）では予想以上にハードルが高い

☞現時点では断念

②主なな活動



Ⅱ.案件発掘可能性調査-(2)

①活動の狙い

TESDA地方訓練施設の指導員などを介して、コミュニティリーダー育成をJICA「草の根技術協⼒
事業」で支援できないか検討する。

調査内容 調査時期 備考
事業内容確認：⼤久保がJICA関⻄勤務時代に窓⼝担当 2022年5⽉ ウエブ会議
事業の募集要項に従い、社内にて申請書ドラフト作成 2022年5⽉ ウエブ会議
ドラフトをJICA東京の担当窓⼝に相談 2022年5⽉ ⾯談にて具体的な⽅向性を確認
第2回現地活動（⼤久保が出張）
ドラフトをフィリピン側にて説明・協議、追加調査 2022年９⽉ ・ウィルマさん等と協議

・フィリピン繊維産業開発庁局⻑⾯談

③活動中盤のまとめ

Øフィリピン繊維産業開発庁局長からマニラ麻（アバカ）の研修コース開発の依頼があった

Ø日本はじめ、各国でアバカ供給不足は確認されており、JICAの本支援との相乗効果を模索

Ø10月にアバカ研修コースやカリキュラム編成ワークショップを開催し、申請書最終化を目指す

②主なな活動


